
第55回   メディアとことば 研究会
2024年3月8日（金）　10:00–12:15
開催方法  対面形式　 参加費無料
会場    福岡女子大学（講義棟 C208）
 アクセス http://www.fwu.ac.jp/about/access.html
事前申込フォーム https://forms.gle/KU1bkhojvi7ZVSoW9
 （当日参加も歓迎します）
 事前申し込み期限：2024年3月7日（木）23:59

◎発表1……杨留（筑波大学大学院人文社会ビジネス科学学術院）
◎題目 親密さのスタイル化

 ―ラジオ番組のパーソナリティとリスナーのインタラクションを事例に―

  話者が他者や、他のコミュニティーの話し方を援用することで、架空のアイデンティティを一時
的に作り上げる言語使用は、スタイル化（stylisation、Coupland 2007）と呼ばれている。そうした
技法は、情報提供よりも娯楽性を最優先とする大衆メディアでは頻繁に観察される。本研究で
は、声優がパーソナリティを務めるラジオ番組において、声優の出演作品に対するリスナーの感
想メールがいかに読み上げられているか、結果的にどのような効果がもたらされたかを stylisation
の観点から分析する。分析の結果、パーソナリティとリスナーとの共同作業によって、リスナー
と作品・リスナー同士の間において仮想的な親密さが立ち上がる様相が明らかになった。
 参考文献　Coupland, Nikolas (2007) Style: Language Variation and Identity. Cambridge, U. K.: Cambridge University Press.

◎発表2……落合哉人（東京福祉大学教育学部）
◎題目  X（Twitter）再考

―CMCとしての位置付けと属性情報付きデータベースの構築―

  X（Twitter）は、直近10年間の日本語の実態を把握する上で最適な言語資源のひとつである（あっ
た）一方、少なくとも日本語研究において、そのCMC (Computer-Mediated Communication)とし
ての位置付けは実証的に論じられてきたとは言い難い。また、2022年10月のイーロン・マスク氏
によるTwitter社買収以降、X（Twitter）を対象として行い得る言語分析のあり方も日々変わって
きている現状がある。本発表では、日本語を取り巻く多様なCMC（または、そこでのことば）を
「コミュニケーションの用途」に着目して整理した際、X（Twitter）が相対的にどのような特徴を持
つか、改めて論じる。また、同時に2020年代のX（Twitter）の発信を言語資源として保存するにあ
たり、現状のさまざまな制約の中でどのような方法をとり得るか模索する。さらに、議論を踏ま
えるひとつの検討として発信者の属性を統制したデータベースの構築状況について報告し、他の
CMC（LINE、携帯メール）との違いも踏まえつつ発信の分析を試みる。

　ひつじ書房　刊行物 メディアとことば　5　特集：政治とメディア
　　　　　　　　　　　　　　　 秦かおり・佐藤彰・岡本能里子編 　　定価　4000円＋税

近年、世界的に政治は流動期に入っていると言える。その動きを、メディアなくして私たちが把握するのは不可能に近い。今回の特集では、そのよ
うな重大な役割を担うメディアが実際にどのように機能しているのかを、政治とメディアの共謀的関係や、政治とメディアの有り様などから紐解く。

 〒 112-0011　東京都文京区千石 2-1-2　 大和ビル 2F
 TEL:  03-5319-4916　FAX:  03-5319-4917　toiawase**hituzi.co.jp（**は @）

プログラム
10:00–10:05　 メディアとことば研究会

の紹介
10:05–10:45　発表 1
10:45–11:05　ディスカッション
11:05–11:10　休憩
11:10–11:50　発表 2
11:50–12:10　ディスカッション
12:10–12:15　今後の予定
＊当日の夜に懇親会を予定しております。


